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日増しに秋も深まり、校庭の木々も紅葉そして落葉の時期を迎えました。１０月中旬に始まった校

舎前の栃の木の落葉も終盤を迎え、１１月に入ってからはいよいよ欅の葉が地面に彩りを加え始めて

います。この季節になると毎年、庭掃除担当の生徒達やグラウンドを使用する部活動の部員達の落ち

葉除去作業が忙しくなります。特に今年度からは、皆さんご承知の通り校庭の人工芝化により、この

清掃作業も特段の配慮が必要となります。

校庭に敷き詰められた人工芝の維持管理にとって最も大きな障害となり得るのが「土」と「枯れ葉」

だそうで、いずれも人工芝上に長時間放置されると目詰まりの原因となり、排水不良につながって、

ひいては人工芝の劣化を早めることになるという話が施工業者からありました。「土」についてはでき

るだけ人工芝上に持ち込まないように、周囲に、施工時に余剰となった人工芝マットや旧校庭に敷い

てあったゴムマットを活用して泥落としゾーンを設けたり、靴底をブラシ状の面に擦りつけて泥を落

とせるような台を設置したりするなどの工夫をしています。「枯れ葉」除去には「ブローワー」や「吸

引器」等の機械の導入も考えられましたが、いずれも人工芝の表面に埋め尽くされているゴムチップ

もともに吹き飛ばしたり、吸引してしまうことから使用できないため、人力によって箒で掃き出すし

かないということになります。

施工業者からのグラウンド引き渡しの際に、教職員と庭掃除担当生徒、サッカー部、野球部、陸上

部の各部員が、業者の方から掃除の仕方についての指導を受け、また、通常よりも堅めの素材ででき

た特殊な箒も購入して、日々枯れ葉の除去に取り組んでいます。早朝、自主練習の前にまずは枯れ葉

を除去したり、正規の清掃時間前に昼休み返上で多くの部員達が校庭に出て箒を振る姿は壮観でもあ

り、「枯れ葉がフィールドにあるうちは練習できないぞ」という顧問教師の一言で、自主的に生徒が動

いているという話も聞こえてきて、さすが真高生と感心する光景でもあります。

校庭の維持管理については今後も皆様のご協力を仰がなければならないと思います。教職員も生徒

達も一生懸命管理に努めて参りますので、引き続きのご支援をよろしくお願いいたします。

授業公開を実施いたしました

１０月１９日（水）～２１日（金）の３日間に

わたり授業公開を実施いたしました。この行事は、

本校で日常的に行われている授業を保護者や学校

評議員、地元中学校・高校の教職員の皆様に見て

いただき、本校への理解をさらに深めていただく

とともに、様々なご意見をいただき本校教職員の

授業力向上に資する目的で昨年度から実施してい

るものです。

事後のアンケートでは、「生徒が集中力を切ら

さず真剣に取り組んでいるよい授業だった。」「普

段の様子が見られてよかった。」「体育の授業の場

所を示してほしかった。」「廊下側の窓が開いてい

るともっと見学しやすいと思った。」等の感想や

ご意見をいただきました。

人工芝グラウンド竣工式典

本年度６月に始まった校庭の人工芝化工事も順

調にその工程が進み、１０月２８日（金）に無事

竣工の運びとなりました。当日は、ご寄付をいた

だいた大塚実様のご次男大塚厚様、県知事、県教

育長をはじめとする４５名の来賓の方々のご臨席

を賜り、人工芝グラウンド竣工式典並びに胸像除

幕式が厳粛な雰囲気の中滞りなく行われました。

竣工式の祝辞で菊地校長は「他に例を見ない人

工芝グラウンドという素晴らしいスポーツ環境に

加えて、校庭の南北から二人の先輩の胸像が本校

生の教室での学びやグランドでの活動を見守って

くれることとなる。大きな社会貢献をされた二人

の先輩を誇りとしながら、一人一人の生徒が伸び

る、育つ「日本一熱い男子校」を目指して、生徒

教職員、力を合わせて進んでまいる所存である。」

と誓いを立てました。



式典開始直前に若干の降雨があって、急遽講堂

で竣工式典を行うこととなり、生徒達は約５０分

間起立の姿勢で参加しました。その間しっかりと

ステージ上に注目し、頭をふらつかせることなく

式典に臨んだ生徒達の態度について、壇上の来賓

の方々から「立派である」旨のお褒めの言葉をい

ただきました。

竣工式の後、小雨模様の中、人工芝の緑と陸上

競技走路の茶色が映える校庭で、大塚実先輩の胸

像除幕式が行われました。大塚厚様をはじめとす

る来賓の方々と校長、生徒代表とで紅白のロープ

を引き、胸像にかかった白い布が取り除かれると、

姿を現した胸像に生徒達から歓声が上がりまし

た。

生徒代表謝辞(生徒会長 大津君) 大塚実氏胸像

芸術鑑賞会

グラウンド改修工事竣工式典後の午後は真岡市

市民会館大ホールにて本年度の芸術鑑賞会が行わ

れました。学校から会場までは、あいにく雨中の

移動となりましたが生徒達を待っていたのは、パ

ペッション劇という、声を使わずほぼダンスなど

のボディアクションのみで様々な演出を施した公

演を鑑賞しました。

生徒達は斬新な表現方法にすぐに対応し、出演

者のパフォーマンスにものせられて、会場全体が

大いに盛り上がりました。その盛り上がりが最高

潮に達したのは、生徒や教員数名がステージに上

がり、パフォーマンスの一役を担った場面でした。

普段教室では見られないような生徒や教員の個

性あふれる自己表現に拍手喝采が送られました。

生徒の主な感想は以下の通りです。

・雨に濡れたのを忘れるくらい楽しかった。

・アクション、表情、雰囲気だけでこんなに多く

のことが伝えられることに驚いた。

・パフォーマンスの質の高さが芸術に匹敵する。

・自分の予測の斜め上を行く展開に息を呑んだ。

山岳部 県新人大会優勝！

１０月２２日（土）～２４日（月）、福島県安

達太良山を会場に行われた栃木県高等学校登山新

人大会において、本校山岳部が優勝しました。

昨年は「タイム」で強豪大田原高校につけられ

た４秒差を「読図」で逆転し優勝しましたが、今

年度は「タイム」「天気図」「読図」ともに他を圧

倒し、２位に大差をつけての連続優勝でした。

参加した生徒によると、「日々の体力強化練習

に加え、夏休みの合宿や、直前の試走での経験を

生かした結果であろう。来年のインターハイに向

けてさらなるトレーニングを積んで実力を向上さ

せたい。」とのことでした。今後のさらなる飛躍

に期待します。

行事予定

１１月

１８日（金） 生涯学習講演会

１９日（土） 土曜開放

２８日（月） 期末テスト（～12/1日）

１２月

１日（木） 防災避難訓練

２日（金） 全統センタープレテスト(３年)

３日（土） 全統センタープレテスト(３年)

土曜開放

５日（月） ３年三者懇談（～16日）

面接強化期間（～16日）

７日（水） 学校保健員会

９日（金） 進路内定者指導（３年 LHR）

１０日（土） 土曜開放 サタデーセミナー

１４日（水） 短縮授業

１７日（土） 土曜開放

２２日（木） 終業式 部室大掃除


